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自由執筆

イタリア・歴史のアナロジー　

新井宏

イチリア・ルネッサンス期の状況は日本の戦国時代に似ている。ローマ法王庁と海の強国ヴェネチア、そして北にミラノ、中央にフィレンツェ、南にナポリ王国を配置し、その合間に小国が乱立していた。

そのためであろうか、登場人物も日本と似ている。例えば政略結婚を繰り返した美女ルクレッツァ・ボルジアはまさに「お市の方」である。

彼女の兄のチェーザレ・ボルジアは織田信長であった。マキユアベリの『君主論』の主人公で、塩野七生が「優雅なる冷酷」と評した教会軍総司令官。彼は女傑カテリーナ・スフォルツァが治めるイーモラやフォルリを一四九九年に陥としてから、わずか三年間でウルビーノやサンマリノを降伏させ、イタリア中央部に一大勢力を形成した。父が法王アレクサンデル六世である。

妹のルクレッツァ・ボルジアは、兄や父との近親相姦が噂されたほどの美女で、最初はミラノ公イル・モーロの甥と結婚したが、離婚させられ、次には、ナポリ王の子アルフォンソと結婚、そのアルフォンソも兄チェーザレに暗殺され、更にフェラーラ公アルフォンソ一世と政略結婚させられた。「お市の方」は、夫の浅井長政が兄の信長に滅ぼされ、のちに柴田勝家に嫁いだが、秀吉に攻められて勝家に殉じた。

チェーザレ・ボルジアと共に、戦国ルネッサンス期を飾るミラノ公、通称イル・モーロは一四五〇年にミラノ公の娘と結婚してヴィスコンティ家を簒奪、スフォルツァ家を起した傭兵隊長。素浪人上がりと言われる北条早雲が韮山城主の一人娘に婿入りして北条姓を手に入れたのと似ている。そう言えば、彼の領地ロンバルディアは、ちょうど関東を治めた北条氏の規模である。

通称のイル・モーロは色黒の意。松永彈正のような策略家で、謀術と比類なき闘争心で陰謀渦巻くルネサンス期を生きた男、一方で背徳的な悪の顔をもちながら、他方で芸術と学問を愛した複雑で魅力あふれるこの男はダ・ビンチのパトロンでもあった。妻のペアトリーチェ・デステは、美人であったが若くして亡くなった。

ペアトリーチェの姉、ルネッサンスの華イザベラ・デステはフェラーラのエステ家の出身でマントヴァ侯夫人、一時期モナ・リザのモデルと言われたほどで、才色兼備、高い教養によって書簡外交を繰りひろげ、後世に多くの史料を残した。

その弟のフェラーラ公アルフォンソ一世 と政略再婚させられたのが、ルクレッツァ・ボルジアである。フェラーラは大砲に秀でていたので、チェーザレ・ボルジアもこれを活用して勢力圏を拡大した。信長が鉄砲を活用したのに似ている。

チェーザレ・ボルジアに屈服した女傑カテリーナ・スフォルツァはイル・モーロの姪である。反乱軍に取り囲まれ子供を人質に取られながらも、城館の屋上に立ってスカートを捲り上げ「子どもなどここからいくらでも出てくる」と啖呵を切った逸話を持つ。チェーザレに敗れた日、一室に閉じ込められ、夜を共にしたと伝えられる。

彼女の子、ジョヴァンニ・デ・メディチは有名な黒旗隊の傭兵隊長として活躍。メディチ家の再興を果たした初代トスカーナ大公コジモ一世は彼の子である。

歴史における比喩(アナロジー)は不案内な歴史になじむひとつの知恵であると思う。







